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本校では今年度、子供同士が関わり合って学びを深めていく授業づくりを目指し、特に

話合い活動では、子供同士が「聴き合う」ことを大切にする研修を進めています。学校訪

問研修で明らかになったことや課題の一部を紹介します。 

＜明らかになったこと＞ 

・子供の気持ちに寄り添う教師の態度や掛ける言葉を選んでいる様子から、丁寧な学

級経営が感じられた。そこから学習への意欲も引き出していくことができる。 

・道具や材を精選・限定し、学習環境を整えることで、関わりが自然に生まれるよう

な支援も有効であり、そこから「聴き合い」が生まれることも考えに入れる。 

・学級ごとの「聴き上手」を生かし、話合いの時には周りの意見を聞ける雰囲気づく

りを継続していく。 

＜課題＞ 

・「〇〇さんの意見に似ている人は？」「〇〇さ 

んの思い、伝わった？」等、子供が発言した 

くなる手立てを学び共有し、日々の授業の中 

で実践していくことが大切である。 

・教師を介さず、子供同士の聴き合いができる 

 ような話合いや授業づくりを目指していく。 

・遅れがちな子供への支援や声掛けを大切にし、どの子供の学びも保障する。 

・振り返りの時間を設定し、自己の変容を実感できるようにする。 

 

学んだことを今後の授業づくりに生かしていきたいと思います。 
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研修主題 ： 自ら考え、共に学び合う子供の育成 

～子供同士の「聴き合い」を大切にした授業づくり～ 


